
地域の皆様の力をお借りして、「生きた」「本物の」体験をしています。   

今年度も、地域の皆様にゲストティーチャーや授業ボランティアとして本校の教育活動にお力添えをいただき、大

変お世話になっています。下記のクラブ活動をはじめ、様々な活動で、それぞれの専門家の皆様から、子どもたちは

多くのことを学ばせていただいています。その道の専門家が語る言葉は、「生きた」「本物の」体験や情報として子ど

もたちに受け止められています。教員にはない専門知識・技能が、子どもたちの関心や意欲を喚起し、キャリア教育

にも繋がります。 

本校では、多くの地域の皆様に支えていただき、感謝するばかりです。これからも、地域の皆様の力をお借りした

授業を織り交ぜながら、「ひとり立ちできる宝永っ子」の成長を目指していきます。 

 

 

学校教育目標：ひとり立ちできる子 ～心身共にたくましく、進んで学び合い、高め合う児童の育成～ 

めざす児童像：進んで学び合える子・協力し合える子・心と体を鍛える子・ふるさとを大切にする子 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                      子どもたちが本に親しみ、進んで本を読もうとする態度を 

育てるために、毎週金曜日と朝礼・集会のない木曜日の宝永っ子タイムの時間 

に「読書タイム」を設けています。読書の習慣をつけたり、「どらごんぶっくす」の 

皆様による読み聞かせを行ったりしています。また、「これきひょうしぎの会」の 

〇〇〇〇 様が、１・２年生に紙芝居をしてくださっています。子どもたちは、毎回、 

目を輝かせながら、集中して読み聞かせや紙芝居の世界に入り込んでいます。 

  読書は、作者が描く世界を疑似体験し、自分の生活や考えなどに照らし合わせて思いや考えを深めることで心が豊か 

になります。メディアがあふれている今だからこそ、読書を大事にしてほしいと思います。 

「読書タイム」で心豊かに 

No.６ 

福井市宝永小学校 

令和６年６月１３日 

４・５・６年生 クラブ活動 開始 
        ５月１３日（月）から、今年度のクラブ活動が始まりました。クラブ 

活動は、子どもたちの興味・関心をもとに所属を決めています。今年

度は、茶道、自然･宇宙、囲碁、アート、生け花、バドミントン、卓球、バスケットボールの８つのクラブ活動を、毎月１回、月

曜日の６校時に実施します。どのクラブ活動でも、初回から、子どもたちは熱心に取り組み、楽しんでいました。 

今年度のクラブ活動も、知識や技術をお持ちの地域の皆様にご協力いただき、実施することができていま

す。クラブ活動を通して、異学年の子どもたちが協力し合いながら、さらに興味・関心を広げ、進んで学び

合える子が育ってくれることを期待しています。ご指導くださる皆様、どうぞよろしくお願いします。 

＜○○様の紙芝居＞ ＜聴き入る子どもたち＞ 

休日の伝統文化教室 

＜「どらごんぶっくす」の皆様の読み聞かせ 
：５月 10 日（木）低学年＞ 

＜「どらごんぶっくす」の皆様の読み聞かせ：５月 17 日（木）高学年＞ 

                               今年度も、土曜日の午前中に、本校の「サロン１」で、「伝統文化宝永こどもいけ
ばな教室」と「伝統文化宝永こども三味線教室」が開催されています。参加してい 

る子どもたちは、素敵な時間を過ごしています。 
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なるほど・・・食に関する指導 ５月２９日（水） 
本校では、〇〇〇〇 学校栄養職員補助が毎月来校 

し、給食配膳の指導の他、各学年に１時間ずつ、食に関

する指導をします。今年度の食に関する指導の予定は、次のようになっています。  

  ・１年生「食事のマナー」   ５月２９日（水）             ・２年生「野菜ってすごいな」  ７月１１日（木） 

    ・３年生「食べ物の働きを知ろう」  １２月１８日（水）      ・４年生「よくかんで食べよう」  １０月１７日（木） 

    ・５年生「しっかり食べよう 朝ごはん」  ６月２６日（水）    ・６年生「骨や歯を丈夫にしよう」  １２月（調整中） 

初回は、１年生の子どもたちが、「食事のマナー」について学びました。まず、間違ったマナ 

ーの絵を見ながら、正しいマナーについて確認していきました。そして、箸の持ち方の練習をし 

ました。子どもたちは、その日の給食の時間には、箸の持ち方も含めて、いつも以上に、マナー 

に気をつけて食べていました。ご家庭では、いかがでしょうか。 ＜「食事のマナー」を学ぶ＞→ 

４年生 考えよう「ことばの力」 ５月２９日（水） 

＜投票する子どもたち＞ 

                                  福井市キャリア教育プログラム事業の一環として、 

「ことばの力 ～行く言葉が美しければ返る言葉も美しい～」の授業が実施されました。ゲスト 

ティーチャーの〇〇〇〇 様から、「ことば」と心（きもち）の関係について学びました。その後、

「おとなりのお友だちに『プラスことば』をプレゼントしよう」というワークショップを行いました。

子どもたちからは、自然と笑みがこぼれていました。「ことばの力」を正しく理解し、自分も相

手も大切にできるコミュニケーションを身に付けることを期待しています。子どもたちにとって、

日頃の言葉を見つめ直す、よい機会になりました。 

  ＊【「はぴりゅうスポーツ広場（通称はぴスポ）」システム運用開始のお知らせ】 

    福井県教育委員会より、令和６年４月から県内小学生の運動習慣構築を目的とした「はぴりゅうスポーツ広場」 

システムが導入されました。学校や家庭にあるタブレット端末から、様々な運動に手軽に取り組むことができ、そ 

の運動記録を入力することができます。「はぴスポ」に関する説明は、システム内ログイン画面横にある【保護者  

の方へ】【使い方ガイド】ボタンをクリックしていただくと、ご覧になることができます。是非、お子様と一緒に運動  

に取り組み、ご家庭で「はぴスポ」をご活用ください。         はぴスポＵＲＬ：https://hapisupo.pref.fukui.lg.jp/ 

＊６年生の子どもたちは、６月２６日（水）に開催される福井市小学校連合音楽会に参加します。現在、合唱曲「超えてゆけ」の練 

習に励んでいます。子どもたちは、「この歌が好き。」と言うだけあって、練習の度に、どんどん素敵な歌声になってきています。本 

番までに、どこまで完成度を上げるのか楽しみです。当日は、保護者の皆様の会場への入場はご遠慮いただいていますので、 

６月２０日（木）１０時より、本校で開催する校内発表会にお越しいただき、是非、子どもたちの素敵な歌声をお聴きください。 

＜４年児童の感想＞わたし
は、ことばは、使い方によっ
ては、とてもすてきなことに
もなるけど、とてもきょうぼう
なぶきだと思いました。 

                                                   福井県教育庁生涯学習・文化財課 

の「書写指導員派遣」事業により、書写の授業の際に、〇〇〇〇 様に指導員として、ご来校いただ 

いています。５月２8日（火）には４年生と６年２組の指導を、５月３１日（木）には３・５年生と６年１組 

の指導をお願いしました。また、１２月にも、ご来校いただき、ご指導いただくことになっています。 

今回は、第７３回福井県児童生徒競書大会に出品する字を練習しました。３年生は「土」、４年生 

は「林」、５年生は「道」、６年生は「湖」という字に挑戦しました。書く前に半紙を折って、字のバラン 

スや中心を分かりやすく指導していただき、子どもたちは、手本を見ながら意欲的に学習に取り組んでいました。そし

て、筆を立てることや点画のポイントを学んだ後、一画ずつ確認しながら集中して書き進めました。コツをつかんだ子ど

もたちは、その後も、姿勢を正しくして、筆の穂先を意識しながら一筆一筆を慎重に運んでいました。よいところを褒め

ていただくと、子どもたちはどんどん上達し、どの子も、「いい字が書けた。」と満足そうに、いきいきと話してくれました。 

３・４・５・６年生 点画のポイントを伝授 

＜「ことばの力」とは？＞ 

                                                   社会「国の政治のしくみと選挙」の学習で、選挙につい 

て学んだ子どもたちは、この日は、福井市選挙管理委員会の「明るい選挙出前授業」を受講し、「選挙〇×クイズ」など 

を通して、選挙のしくみや意義についてさらに詳しく学びました。そして、実際の選挙の際に使用する器具を用いた模擬 

選挙（架空の宝永市長選挙）を行いました。それぞれの公約を掲げる３人の候補者の中から、子どもたちは一人を選び、 

普通の紙とは異なる投票用紙に候補者の名前を記入し、実際の選挙で使われている投票箱 

に票を投じました。選挙を身近に感じることができていました。 

         ＜６年児童の感想＞投票数が同じだったら、くじで決めることが分かりました。模擬選挙をするとき
に、紙をもらって、やぶろうと思っても、なかなかやぶれませんでした。紙といっしょにプラスチック
がまぜてあることが分かりました。選挙の紙は、とても書きやすくてびっくりしました。選挙はちゃん
と行かないとだめなことが分かりました。多数決で決めるのは、民主主義というのが分かりました。
１８才になったら、選挙に行ってみたいと思いました。 

６年生 模擬選挙にも挑戦 ５月２７日（月） 

＜一画ずつ確認しながら＞ 

＜４年児童の感想＞ぼくは、ことば
には、人をきずつけることばもあれ
ば、人がうれしい気持ちになること
ばもあることが分かりました。自分
の人生をよくしたいので、プラスのこ
とばを言うようにしたいです。 

＜４年児童の感想＞わたしは、「プラスことば」でも「マイ
ナスことば」でも、相手には、すぐに伝わって、それで、う
れしい、かなしいなどの気持ちになると分かりました。今
まで軽い気持ちで、「マイナスことば」を使っていたけど、
これからは、軽い気持ちで使わないようにしたいです。 

https://hapisupo.pref.fukui.lg.jp/

